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本の概要： 

日朝修好条規締結（1876年）から日清戦争直前（1893 年）まで、朝鮮の対日外交はどの

ように推移したのか。本書は、朝鮮が宋主国である清の影響力を戦略的に利用しながら日

本に対して主体的外交を展開する様相を、日清戦争へ向かう過程に併せて考察する。日朝

修好条規以降に朝鮮で起きた変化から、朝鮮側が提案した関税設定の経緯、1882 年に調印

された朝米修好通商条約、さらに日朝間で起きた海底電線の問題、穀物の輸出を禁ずる防

穀令をめぐる日本との対立など、対日外交を長い時間軸で追うことで、19 世紀後半の東ア

ジアに影響を与えた朝鮮の戦略的な事大主義政策の中身を提示。（出版ニュース 2016 年 10

月より） 
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